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研究成果の概要（和文）：本研究では，相互行為における応答の力が基礎となり，子どもと養育
者の双方が責任を徐々に発達させると考えて，責任が文化的に形成される仕組みを探求した．
具体的には，(1)乳児の規則性を用いた行動の相互調整，(2)初期音声コミュニケーションにお
ける音楽性，(3)乳幼児によるエージェンシーの表示と解釈，(4)相互行為としての模倣活動と
いう４つの研究テーマについて，さまざまな文化的集団（日本，アジア・アフリカの諸民族，
米国など）におけるデータの収集・分析を行った． 
 
 
研究成果の概要（英文）：This study clarified the system by which responsibility is formed 
culturally, based on our concept that both child and caretaker develop responsibility 
gradually, according to their ability to respond during interactions. Specifically, we 
collected data from various cultural groups, including those in Japan, Asia, Africa, and 
the United States, and analyzed the data from the following four perspectives: 
(1)Reciprocal accommodation of contingent behaviors capitalizing on infant regularities, 
(2)Musicality in early vocal communication, (3)Displaying and reading agency by young 
children, (4)Sequential organization of imitation activity. 
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１．研究開始当初の背景 

近年，社会への影響力を増している発達研
究(e.g. Kaye,1982; Tomasello,1999)は，次
のような発達観を描いてきた．乳児はさまざ
まな生得的能力を備えて生まれ，その直後か

ら養育者と相互に行動を調整していく．模倣
が可能になる頃からはその社会で育まれて
きた文化を学習し始める． 
 だがこうした発達観は実のところ，極めて
限定された時代・地域の研究から導かれてい
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る．そこで代表者は，南部アフリカの「狩猟
採集民」サンを対象とし，養育者と乳児の相
互行為の発達について研究してきた． 
 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は，相互行為における応答の

力が基礎となり，子どもと養育者の双方が責

任を徐々に発達させると考えて，責任が文化

的に形成される仕組みを探求することであ

る． 
 
 
３．研究の方法 

上記の目的に迫るために，(1)乳児の規則
性を用いた行動の相互調整，(2)初期音声コ
ミュニケーションにおける音楽性，(3)乳幼
児によるエージェンシーの表示と解釈，(4)
相互行為としての模倣活動という４つの研
究項目における文化の位置づけについて検
討を行う． 
 
 
４．研究成果 

2007 年度から 2011 年度まで，日本国内に
おいて乳幼児がいる 18 軒の家庭を定期的に
訪問し，養育者－乳幼児間の身体的相互行為，
初期音声コミュニケーション，やりとり活動，
模倣活動に関する動画資料を収集した．また
米国及びアジア・アフリカ諸国でも上記に対
応する動画資料の収集を行った．これまでの
分析から以下のパースペクティブが得られ
た． 
 近年の赤ちゃん研究は，母子間相互行為を
社会システムが形成される過程だと見てい
る(Kaye,1982; Tomasello,1999)．ここでい
う社会システムは，個々のメンバーが相手の
行動を予期できることおよび共通の目的を
もつことを要件としている．この要件を満た
し，社会システムに参加できるようになって
初めて，子どもはその社会で育まれてきた文
化を学習し始める． 

だが私たちの調査データによれば，乳児が
他者の意図を理解するずっと以前から養育
者は乳児をその文化に特徴的な活動の枠組
みに巻き込もうとしている．乳児は近接する
文脈に応答し，その参与形式は日々質的に変
化していく．この見方をとれば，文化は（近
年の赤ちゃん研究が仮定するような）心の中
に構築されるシステムではなく，子供と他者
が協働して社会的な意味を実現する，行為の
組織だといえる．そして実際の乳児を含む相
互行為の分析を進めていくことで，赤ちゃん
研究の主要な課題の１つとして文化にまつ
わる考察を位置づけるとともに，これまで行
為と意味の問題を扱ってきた人類学，社会学，

言語学などに近年の赤ちゃん研究の成果を
接合することが可能になる． 
上述のパースペクティブを得て，代表者と

研究協力者との協働のもとで研究を行って
きた．以下にこうした研究の例をあげる． 
 

(1)乳幼児の意図的コミュニケーション能力
の発達において重要な契機となる共同注意
と社会的参照について相互行為論的な分析
を行った．その結果，初期の共同注意と社会
的参照が成立するためには，社会的相互行為
の時間的な連鎖関係及び情動表出時の環境
との関わりが重要であることが示された． 
 
(2)複数の実験的研究から，養育者－乳児間
相互行為が発達するにつれて，養育者は乳児
音声に対して聴覚的な感受性を変容させ，応
答性を向上させることを示した．さらに発達
初期にみられる，自らの音声を探索する「ひ
とり遊び」発声が音楽性の原初的段階として
位置づけられることが示唆された． 
 
(3)双方向のやりとり活動を可能にする条件
には，①共同化された行為の協応，②連鎖の
イニシアティブの知覚，③多人数による養育
者－乳幼児間相互行為における意味のトラ
イアンギュレーション，④相互行為における
テリトリー性の理解などがあることを示し
た．さまざまな文化の子どもは対面的な相互
行為に直面する時，これらを資源として相互
理解を達成する．これが相互行為の参与者が
行為の意味を交渉する基盤となり，こうした
意味の交渉の歴史の上にシステムとしての
家族が成り立つことが示唆される． 
 
(4)成人の文法や「心の理論」の獲得以前と
される幼児でも，母親とのやりとりにおいて，
自分の発言が誤解されていることに気づい
て修正するという複雑な行為が可能である
ことが示された．こうした事例の分析を蓄積
することで，相互理解の発達と相互行為能力
の発現・発達の関係を経験的に明らかにする
ことができる． 
 
(5)相互行為の発達過程における記憶の働き
について以下が明らかになった．子どもたち
の記憶は，初めは行為連鎖に埋め込まれた身
体的なものである．その後，行為が記憶によ
って生みだされるメカニズムがこれに重な
る．同時に，相互行為の流れの中で起動する
予期の範囲は次第に拡がっていく．これを反
映して，相互行為の流れの乱れに対する応答
は感覚運動シェマの繰り返しから，他者によ
る次の行為を見ながら待つ，文化的に許容さ
れうる行為を創発的に展開するといったも
のに変化する．こうした過程を通じて，子ど
もたちは世代を超えて文化的に特異な活動



 

 

を継承，再創造することが可能になる． 
 
(6)前言語期における身ぶり，とくに指さし
について，７つの文化（パプア・ニューギニ
アのロッセル島，インドネシア のバリ，ペ
ルー，メキシコのツェルタル・マヤ，カナダ
の英語話者，インド，日本の京都）において，
半自然状況における標準化された課題を用
いて比較研究を行った．その結果，いずれの
文化においても 10-14ヶ月児とその養育者は，
同じような状況において同じような頻度で
指さしを行っていることが確認された．ここ
から示唆される身ぶりの普遍性は，後の文化
的に多様な言語的コミュニケーションの基
盤となっていると考えられる． 
 
(7)南部アフリカの狩猟採集民として知られ
てきたサンの養育行動を特徴づける，頻繁で
持続時間の短い授乳，ジムナスティック（乳
児を膝の上で抱え上げ，立位を保持，あるい
は上下運動させる一連の行動），歌／踊り活
動について，共同的音楽性というパースペク
ティブ(Malloch & Trevarthen, 2009)から微
視的な分析を行った．その結果，以下が示さ
れた．共同的音楽性は，相互行為の参与者が
注意，姿勢，立場，感情を相互に調整するこ
とを促す．この過程で，参与者にはその場で
その時に何をするべきで，何をするべきでな
いかが示される．それとともに子どもは相互
行為において利用する資源，参照する枠組み，
関与する人の範囲を広げていく．こうした構
造は，社会／文化によってさまざまな形をと
りうるとともにその社会における道徳性が
育まれる基礎となると考えられる． 
 
(8)日本の子どもと養育者が，「行為の指示
(directive)」にまつわる相互行為のパター
ンをどのように形成していくのかを検討し
た．養育者が行為の指示を行った場合，子ど
もはしばしばその指示に従わないで，養育者
の注意を引きつけるような発話を行う．これ
は会話に文化的に共有された道徳性を導入
し，さらに会話のトピックが移行するきっか
けとなる．一方，養育者は行為の指示を，そ
の強さ(intensity)やその発話が行われる足
場(footing)を変化させながら，繰り返し行
うことが多い．とりわけ，後者の１タイプと
特徴づけられる報告発話は，しばしば子ども
の行為が「思いやり」のような文化的に共有
された道徳性に合致する文脈を形成する．こ
れは，相互理解を志向する会話の場の構造的
な要請が，文化的に特徴的な道徳性を生み出
す例だと考えられる． 
 
 これらの研究は，本研究の目的に沿いつつ，
乳幼児の発達研究の成果と行為と意味につ
いての研究を接合した好例といえよう． 

またこれら以外にも，本研究の目的の達成
に向けて，多くの研究成果があがってきてい
る．具体的には，代表者および研究協力者は
本プロジェクト開始から 2012 年 3 月までに
74 本の論文（うち査読付き論文 23 本），3冊
の図書をまとめている．また国内外での学会
やシンポジウムで 103 件の発表を行った．こ
のうち旅費等の助成を受けた招待講演は 26
件に上る．これらの学会やシンポジウムを主
催する研究分野は，人類学，心理学，赤ちゃ
ん学，言語学，社会学など多岐にわたる．こ
れは，本研究が国内外の幅広い分野でその学
術的価値を高く評価されていることを示し
ている．さらに上記の発表には，本プロジェ
クトの一環として国内外の著名な研究者を
招へいし，計 10 回にわたって開催した「責
任の文化的形成セミナー」など，代表者が中
心となって企画・運営したものが数多く含ま
れる．これは，代表者が自ら組織を率いて積
極的に研究成果を発信していることを示し
ている． 
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